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医療施設における今冬の電力需給対策について

昨夏からの節電への取組について御協力をいただきまして感謝申しよげます。

本目、政府の電力需給に関する検討会合及びエネルギー・環境会議の合同会合において、

「今冬の電力需給対策についてJ(}.lIJ紙)が決定され、今冬の電力需給の見通し及び需給対

策等が示されました。

今冬の電力需給l三ついては、いずれの電力管内でも予備率3%以上を確保できる見通し

が示されておりますが、発電所等の計画外停止が発生するリスクがあり、予断を許さない

状況であることを踏まえ、 「数値目標を伴わない節電Jを要請されています。

なお、北海道電力管肉につきましては、冬季の北海道の特殊性を踏まえ、計画停電を含

む停電を回避するため、上記対策に加え、 「平成22年度比.7%以上の数値目標付きの節

電Jが要請されていますが、医療施設につきましては、機能維持への支障が生じない範囲

で自主的な目標を設定し、節電を行うことが要請されており、一定の配慮がなされていま

す。

皆様におかれましては、これらの肉容につき御了知いただきますとともに、貴会員に対

し、冬季の節電メニュー(参考資料1-4)を参考に節電の取組を行っていただけるよう、

周知をお願いいたします。

【添付資料】

・別紙今冬の電力需給対策について

・参考資料1 冬季の節電メニュー(ご家庭の皆様〉北海道版

・参考資料2 冬季の節電メニュー(事業者の皆様)北海道版

冒参考資料3 冬季の節電メニュー(ご家庭の皆様)全国版

-参考資料4 冬季の節電メニ斗ー{事業者の皆様)全国版

【参考となるウェブサイト】

肉閣官房ホームページ『電力需給に関する検討会合」

http://www.kantei.go.jp/jp/singi/eJectricity_suppJy/index.h加1J 
国家戦略室ホームページ「エネルギー・環境会議J(第 16回会議)

http://www.npu.go.jp/policy/poJ icy09/archive01.htmJ 

【問い合わせ先】

厚生労働省医政局総務課(電力確保チーム) 本問、産杢

(電話) 03-5253-1111 (内線) 251 8、2519



回目
今冬の電力需給対策について

|1 .今冬の需給見通し|

平成 24年 11月 2日

電力需給に関する検討会合

エネルギー・環境会議

今冬の需給見通しについて、「電力需給に関する検討会合』及び「エネルギ

ー・環境会議』の下に設置した「需給検証委員会Jにおいて、平成 24年 10月 12

日から 10月 30固までの合計4回にわたり、第三者の専門家等による検証を行

った。

その結果、今冬の電力需給の見通しは、厳冬となることを想定した上で、いず

れの電力管内でも瞬間的な需要変動に対応するために必要とされる予備率 3%

以上を確保できる見通しであるが、火力発電所等の計画外停止が発生するリス

クがあり、予断を許さない状況であることに留意すべきとされた。

特に北海道電力管内については、他社からの電力融通に制約があること、寒

冷地であり電力不足が国民生活等に甚大な影響を及ぼす可能性があること等

の特殊性を踏まえ、北本連系設備や主力発電設備等の脱落リスク対策に万全

を期した上で、それでもなお発電所等のトラブル停止が万一発生した場合のリス

クにも対応できるよう、適切な節電目標を設定するとともに、地元自治体や経済

界等の協力を得つつ、更なる需給両面の対策を促していくべきであるとされた。

|2今冬の需給対策の基本的考え方|

(1 )供給面での対応

①需給検証委員会における検証を踏まえ、現時点で確実と見られる供給力

を基本とし、今後確実に見込めるようになった供給力については、その時

点で上方修正する。

②各電力管内において、発電設備の脱落等が発生しても即座にこれに対

応できるよう全国レベルでの電力融通等の協力体制の維持・拡大に引き

続き取り組む。

③火力発電所等の計画外停止のリスクを最小化するため、設備の保守担保

全の強化を図る。
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(2)需要面での対応

①今冬の需給見通しは、需給検証委員会において検証された定着節電分の

需要減少を見込んでおり、需要家による節電行動がこの水準で実施され

ることを想定している。そのため、需要家に対して、節電の確実な実施を

要請する。

②節電の要請に当たっては、需要家聞の公平性確保を踏まえ、今夏と同様

に、平成 22年度の使用電力需要の実積(節電要請を含まない需要実績)

を基準として要請する。

③要請に当たっては、被災地や高齢者等の弱者に対して、無理な節電を要

請することのないよう、配慮を行う。

④需要面での対策に当たっては、地方自治体等の協力を得て、創意工夫に

よるきめ細かい対応を行うことにより、国民生活や経済活動への影響を最

小化することを目指す。

(3)冬季の北海道の特殊性を踏まえた対応

①需給検証委員会において、冬季の北海道においては、最大機の脱落や発

電所等の過去の計画外停止の状況を考慮したリスクへの対応が必要で、あ

ると指摘された。また、厳寒となる冬季の北海道において、計画停電を含

む停電が発生することは、北海道民の生命、安全に直結することは勿論、

実施する可能性があること自体も、北海道の観光業等の経済活動に悪影

響を与え得る。

②したがって、過去最大級(過去 15年間で最大の電源脱落は 137万 kW)又

はそれを上回る電源脱落が発生する場合にも、計画停電を含む停電を回

避するため、多重的な対策を講じ、需給対策に万全を尽くす。

|3.今冬の需給対策|

2.の基本的考え方を踏まえ、今冬の需給対策を行う。

(1 )全国(沖縄電力管内を除く)共通の要請

①今冬の電力需給の見通しは、厳冬となることを想定した上で、いずれも瞬

間的な需要変動に対応するために必要とされる予備率 3%以上を確保でき

る見通しであるが、発電所等の計画外停止が発生するリスクがあり、予断

を許さない状況であることを踏まえ、「数値目標を伴わない節電」を要請す
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る。但し、被災地や高齢者等の弱者に対して、無理な節電を要請すること

がないよう、配慮を行う。
※今冬の各電力会社管内における定着節電は、平成 22年度比で以下の数値を見込んで

いる。これらは2.(2)①に関して一つの目安となる。

北海道電力管内 企3.3% 東北電力管内 "'2.2% 東京電力管内 "'5.0% 

中部電力管内 企2.8% 関西電力管内 "'5.6% 北陸電力管内 "'3.4% 

中国電力管内 企1.5% 四国電力管内 企5.2% 九州電力管内 企4.5%

②節電要請期間・時間

平成 24 年 12 月 3 日(月)~平成 25 年 3 月 29 日(金)の平日 (12 月 31 日
及び 1 月 2 日 ~4 日を除く)

9:00~21:00(北海道電力及び九州電力管内については 8・00~21:00)

(2)北海道電力管内

冬季の北海道の特殊性を踏まえ、計画停電を含む停電を回避するため、

(1 )に加え、以下の多重的な対策を行う。

①数値目標付の節電要請

i 数値目標(平成 22年度比企7%以上の節電)

大口需要家、小口需要家、家庭のそれぞれに対し、平成 22年度比企7%

以上の使用最大電力 (kW)等の抑制を要請する。

ii 節電要請期間・時間帯

平成 24 年 12 月 10 日(月)~平成 25 年 3 月 8 日(金)の平日 (12 月 31
日及び 1 月 2 日 ~4 日を除く)

12月 10日(月)~12 月 28 日(金) 16:00~21 :00 
1 月 7 日(月)~ 3月 1日(金) 8 ・00~21 ・00

3 月 4 日(月)~ 3月 8日(金) 16:00~21:00 
※冬季の北海道|ま、夜間も電力需要が高い水準であるため、上記時間帯以外も可

能な範囲での節電を要請する。

iii 基準電力

平成 22年度(iiの節電期間)における使用最大電力の値(kW)等を基準

の目安とする。

iv 留意事項

ア)病院や鉄道等のライフライン機能や国の安全保障上極めて重要な施

設の機能の維持に支障が出る場合については、機能維持への支障

が生じない範囲で自主的な目標を設定し、節電を行うよう要請する。
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イ)電源脱落がない平時においては、予備率 3%以上を確保できる見通

しであることを踏まえ、生産活動等(農業、観光等を含む。)について、

実質的な影響が生じない範囲で自主的な目標を設定し、節電を行う。

但し、需給ひっ迫時(予備率が 3%を下回る見通しとなった時)におい

ては、数値目標(平成 22年度比企7%以上)通りの節電を要請する。

ウ)被災地や高齢者等の弱者に対して、無理な節電を要請することのな

いよう、配慮を行う。

エ)管内における複数の事業所が共同して節電目標を設定し、取り組む

ことも可能とする。

②計画停電回避緊急調整プログラム

計画停電を含む停電を回避するため、「①数値目標付の節電要請JIこ力日

え、北海道電力は「計画停電回避緊急調整プログラム」を準備し、大規模な

電源脱落等による需給ひっ迫時にこれを発動する。

計画停電回避緊急調整プログラムの目標値は、過去最大級の電源脱落

(137万 kW)が発生する場合でも、「①数値目標付の節電要請』と相まって、

予備率 3%以上を確保できるよう設定する。園、北海道庁及び北海道電力

は、北海道電力管内の需要家に対し、計画停電回避緊急調整プログラム

の締結を要請する。北海道電力は、計画停電回避緊急調整プログラムの

契約状況を公表する。

i 期間

平成 24年 12月 10日(月)-平成 25年3月 22日(金)(全日)

H 対象

北海道内の全ての大口需要家(契約電力が 500kW以上)に要請する。

iii 目標値

実効ベースで 33万 kW以上の需要削減量を確保する。

③さらなる需給ひっ迫時に備えた対策(緊急時ネガワット入札等)

過去最大級を上回る電瀬脱落の発生に備え、①及び②に加え、北海道

電力は、②では対応できない大規模な電源脱落時の電力需要の削減のた

め、緊急時ネガワット入札等の仕組みを整備する。

①~③の多重的な対策を講ずることにより、過去最大級又はそれを上回

る電源脱落に対して備え、計画停電を含む停電を回避する。
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(3)情報提供等

①政府は、事業者及び家庭向けに具体的な節電メニューを提示する。その際、

今冬の北海道は、夜間も電力需要が高い水準であるという特性を踏まえ、

ピークシフトを伴わないピークカットによる節電を要請するものであることを

明確にする。

②電力会社は、電力需給状況や予想電力需要についての情報発信を自ら行

うとともに、民間事業者等(携帯事業者やインターネット事業者等)への情報

提供を積極的に行う。

③電力需給のひっ迫が予想される場合には、需給調整契約の最大限の活用

による大口需要家等への需要抑制を行うとともに、政府から「需給ひっ迫警

報Jを発出し、一層の節電を要請する。
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今冬の節電へのご協力のお願い

事業者の皆様への節電のご協力のお願い

今冬、北海道電力管内では瞬間的な需要変動に対応するだめに必
要とされる予備率3%以上を確保できる見通しです。他方、大規模
な発電所のトラブルが発生レ疋揚合、安定供給ができない司能性が
懸怠されます。
政府、電力会社においては、引き続き供給力の確保に最大限の努

力をして参ります。冬の寒さが厳しい北海道において、安定的に電
気を供給するため、大変なご迷惑をおかけしますが、以下のとおり
節電のご協力をお願い申し上げます。

|由仁語翻ももも却も日嗣o白[目。阿国む I 

値額一白書農民
'l!J ~= --;; ll1:~lVJ ~'TÇと1箇お奮調E買いしま宮@

~周~@固《層》印沼周~固〈金》 情mロ側
情 7国〈周..周 1自他》 母働~⑬B
S周 4固《眉周@固《金， ~@地包向~~:胞

OJ己闘の賜闘。騎岡橋を麟Eim周3固伺周~圏〈金》側:叩

2/3 12/7112/10 

8目00-21:00
数値目樺

なしの節・

※土日・休日及び年末年始。2/31~1/4) を隙きます。

3/813/11 3/29 

8:00-16:00 
敏値巨憾

なしの節電 8:00-21:00 
数値目標な

レの節電

※北海道電力管内にて節電をお願いする期間・時間帯において、それぞれの需要家の平成
22年度の使用最大電力 (kW)の値等を目安とした基準からの節電をお願いします。

※数値目標なしの節電については、一つの目安として定着節電として男込まれている平成
22年度比企3.3%を参者として下さい。

※気温の値下、降雪時などは、需要が増大する可能性があり、特に節電に取組んでいただ
くことが重要です。



今冬の節電へのご協力のお願い(数値目標付の節電〉

-使用最大電力 (kW)の抑制について
ピーク期間・時間帯において、それぞれの需要家の平成22年度の使用最大電力
(kW)等を目安とした基準からの節電をお願いします。

北海道電力管内の事業所Aの揚合〈イメージ〉

北海道電力管内における事業所Aの揚合、平成22年度1月の使用最大電力1，000kWIこ対し、
今冬7%以上の節電により、今冬における平日 (1/2-1/4を除く)8:00-21:00の時間待は、使用
最大電力 (kW)が、 930kWを超えないよう節電へのご協力をお願いします。

使用最大電力
(kW) 

1.000kW 

930kW 

i基準電力:平成22年度冬の使用最大電力 (kW)の実績値 l 
I (倒)2011年1用11日(火)1，000kW ! 
屯~盟主噌副主耳丘陵里司担司陶ーー __..昌=目前=~惇情R胃司馬隷属担問=竃-冨田宮;=-"""'"昌弘元信苗・9

今冬の節電目標(使用最大電力KWの値〉
(側〕今冬の目標:930kWを超えないようにする

節電をお願いしだい時間帯

8・00 21:00 時

-ライフライン等の機能維持について

節電により、病院や鉄道等のライフライン等の機能の維持に支障が出る揚合
には、機能維持への支障が生じない範囲で自主的に目標を設定して節電をお願
いレます。

・生産活動への配慮について

電源脱落がない平時においては、予備率3%以上を確保できる見通しである
ことを踏まえ、生産活動等(震業、観光等を富む。〉について、実質的な影響
が生じない範囲で自主的な目標を設定して節電をお願いします。但し、需給
ひっ迫時(予備率が3%を下回る見通しとなっ疋時〉においては、数値目標
(平成22年度比企7%以上〉通りの節電をお願いします。
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冬季の電力需要の特徴

-冬季の電力需要の特徴について
冬の北海道における電気の総需要は、終日にわたりほぼ一定の高さで推移

することが特徴となっています。このだめ、冬季の節電においては使用時間
帯等の変更ではなく、使用の抑制によるご協力を中山にお願いし1たします。

冬季平日の電力の使われ方〈イメージ〉

kW 

口

大口

日寺

※各用途別ロードカーブはモデルであり、合計は総需要と一致しません

0 暖房機器の節電に際しては、体調管理に十分気をつけていただき、
無理のない範囲でのご協力をお願いいたします。

0 ロードヒーテインク、やルーフヒーテインク、等の融雪用機器の節電に

際しては、路面凍結や落雪による事故にご注意下さい。

0 凍結防止用等のヒーターにおける節電に際しては、設備故障などの
トラブルに繋がらないよう、十分にご検討願います。
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オフィスビル

-オフィスピルの電力消費の特徴

1日の霊気の使われ角(冬季のピーク日〕

・平均的なオフィスビルにおいては、日中 (9時~18時〉に高い電力消費が続きます。

図1::オフィスビル(事例)における電力需要力一ブのイメージ

kW 

o 3 6 9 12 15 18 2嶋
出典:資源エネルギー庁推計

電力消費の内訳(冬季のピーク時断面(矧¥)) 

・非電気式空調の揚合、電力消費のうち、照明が約42%.OA機器(パソコン、コピー機
等〉が約29%を占めます。

-これらを合わせると電力消費の約71%を占めるだめ、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。

※電気式空調の揚合は、空調への節電対策ち大きな効果となります。
※補助的に使用する暖房や凍結防.Lt用等に電気ヒーターを利用されている揚合は、可能な範

囲での使用抑制により、節電刻果が期待できます。

OA機器

29% 

照明
OA機器で
約71%

出典.資源エネルギー庁推計

図2:一般的なオフィスビルにおける用途別電力消費比率
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オフィスビル

コンセント
動力

-使用していなし1工リア〈会議室、廊下等〕は消灯を徹底する。

・長時間席を離れるときはOA機器の雷原を切るか、スタンパイモードにする。

-温水洗浄便座は保混・温水の温度設定を下げ、不使用時は5たを閉める。

・電気式給j易機、給茶器、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

-自動販売機の管理者の協力の下、適切な温度設定等を行う。

〈次項参照〕

・電気以外の方式(ガス方式等〉の空調熱源を保有している揚合はそちらを優先運転する。

・デマンド監視装置を導入し、警報発生時に予め決めておい定節電苅策を実施する。

-コージェネレーシヨン設備を所有している揚合は、発電優先で運駐する。

と関係全部門テナントが出席した

-従業員やテナントに対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

仁三日| 合計 E 
※ご注意 ・記載レている節電効果は、建物全体の消費電力に苅する節電刻果の想定割合の目安です。

・非電気式空調巴おける節電刻果は僅かですが、適切な稼動抑制は使用燃料等の省エネlこ繋がります.
-一定の条件の元での試算結果ですので、各珂の建物の利用状況により削減値は異なります。
-方策により効果が重複するものがあるため、単純に合計はできません。
・節電在意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい. 5 



ビルオーナー・テナントの皆様へのお願い

<照明>
ピルオーナーとご相談頂き、
屋白昼王等の節電をお願い致

<空調>
個別の空調のスイッチをオフにして下さい〈ビルオーナー側で空調を集中管理する揚合〉。

i190C設定」にすると、ピルオーナーが管理するピル全体の暖房と相まって、自動的に冷房が起動する可能性

<照明>
①労働安全衛生法上の照度基準の下限値 (300ルクス〉を基本にピル全体で調整してい

ただくようお願い致します。(倒:750ルクス→400ルクス〉
②ビル全体として適度な照度となるよう照明の間引きゃ照度の値下等、テナントの皆様

へのお声掛けをお願い致します。
<空調>
①司能な限り電気以外〈ガス・石油等〉を使問いただくとともに、特に窓際に設置され

ている空謂機器(ペリメーター系〉を使用される揚合には、冷暖房同時運転による室
内混合損失を回避する疋め(下図参照〉 、建物全体が適切な温度 (190C)になるよ
うペリメーター系温度設定を室内中山部(インテリ7フ系〉の空調温度設定より低くす
る、午後に温度が上昇したらペリメーター系のスイッチを切る等の対策をお願い致し
ます。注〉空調方式によって苅策が異なりますので設備管理者とこ、相談下さい。

②テナントの皆様には、不要な個別空調のスイッチをオフにしていただく等のお声掛け
をお願い致レます。(可能な揚合は、ピルオーナー様で空調の集中管理をお願い致し
ます。〉

<換気>
C02濃度を管理して頂き、建築物衛生法及び労働安全衛生法上の室内C02濃度基準

(1，000ppm以下〉をベースとし、過度な換気による暖房知率の値下とならないようお願
し

図室内混合損失のケース(倒〉

温
風

午後になり気温が上がると
冷房が自動的に起動し、
エネルギー効率が非常に悪
い状態が発生します。

ペリメ-~系統
空調機器

〈コ
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卸・小売庖〈百貨庖、ドラックストア など〉

-卸・小売屈の電力消費の特徴

1Bの電気の使われ方(冬季のピーク日〕

-平均的な卸・小売后においては、昼間 (8時~21 時〉に高い電力消費が続きます。

図1:卸・小売庖(事恨のにおける電力需要力一ブのイメージ

kW 

o 3 6 9 12 15 18 21 時
出典:資源エネルギー庁推計

雷力消費の肉訳〔冬季のピーク時断面(俄1)) 

-非電気式空調の揚合、電力消費のうち、照明が約48%、冷凍冷蔵(冷蔵庫、ショーケー

ス等〕が約 16%を占めます。
・これらを合わせると電力消費の約64%を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。

※電気式空調の揚合は、空調への節電対策も大きな効果となります。
※補閲的に使用する暖房や凍結防止用等に電気ヒーターを利用されている揚合は、可能な範

囲での使用抑制により、節電刻果が期待できます。

照明
冷凍冷蔵で

約64%

出典:資源エネルギー庁推計

図2:一般的な卸・小売庖における用途別電力消費比率
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卸・小売庖

使用レていなし1工リア〈事務室、休憩室等〕や不要な揚所(看板、外部照明、
駐車場〉の消灯を徹底する。

業務用冷蔵庫の台数を限定、冷凍冷蔵ショーケースの消灯、凝縮器の
洗浄を信う。

-デモンストレーション用の家電製自などはできる限り電源をオフにする。

・温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はiS'、たを閉める。

コンセジト11 ・電気式給湯機、給茶器人工アタオル等のプラグをコンセントから抜く。
動力

-自動販売機の管理者の協力の下、適切な混度設定等を行う。

-ロードヒーテインクやルーフヒーテイング等の融雪問機器は積l雪状況に応じて手動による
制御在行う等により、司能な限り不要な運転在抑制する。

-庖舗の室内温度を1goCとする。

-室内のC02濃度の基準範囲内で、換気フ?ンの一定時間の惇ll:，または間欠
運転によって外気取り入れ量を調整する(外気導入による負荷を減らすため)。

・使用していないエリア(事務室、休憩室等〉は空調を惇止する。

-フィルターを定期的に清掃する (2週間に一度程度が目安〉。

-暖気を逃がさないよう窓には断烈フィルムを貼る。夕方以降は厚手のカーテン等を活用する0

・鍛入口やパックヤードの扉を!l1i¥す閉め、売場の冷気流入を防止する。

・電気以外の方式(ガス方式等〉の空調熱源を保有している場合はそちらを優先運転する。

・デマンド監視装置を導入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

・コージェネレーション設備を設置している揚合は、発電優先で運転する。

・需給調整契約(料金インセンティブ)に基づくピーク調整、自家用発電機の活用等一

-后舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員ヘ理解と協力を求める。

・節電担当者を任命し、責任者庖長、部門長など)と関係全部門が出席したフコヲローアップ会議
や節電パトロールを実施する。

・従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

仁三ヨ計 I[
来ご注意 ・記載している節電刻果は、建物全体の消費電力に対する節電知果の想定割合の目安です.

-非電気式空調にお11る節電刻果は僅かですが、適切な稼動抑制は使用燃料等の省工ネ巴繋がります.
-一定の条件の元での誤算結果ですので、各珂の建物の利用状況により削減値は異なります。
・方策により妨果が重複するちのがあるため、単純に合計はできません.
-節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なちのとならないようご注意下さい. 8 



食昂スーパー

・倉品スーパーの電力消費の特徴

1日の雷気の使われ75(冬季のピーク目〕

・平均的な食品スーパーにおいては、営業時間帯 (10時~21 時〉に高い電力消費が続き
ます。

図1:食晶スーパー〔事例〉における電力需要カーブのイメージ

kW 

o 3 6 9 12 15 18 21 時
出典:資源エネルギー庁推計

電力消費の肉訳(冬季のピーク時断面(伽1)) 

-非電気式空調の揚合、電力消費のうち、照明が約30%、冷凍冷蔵(冷蔵庫、ショーケー
ス等〉が約45%を占めます。

-これらを合わせると電力消費の約75%を占めるため、これらの分野における節電対策は
特仁刻果的です。

※電気式空調の場合は、空調への節電対策も大きな刻栗となります。
※補助的に使用する暖房や凍結防止用等に電気ヒーターを利用されている揚合は、可能な範
囲での使用抑制により、節電効果が期待できます。

その他
20% 

空調 5%

出典資源エネルギー庁推計

図2:一般的な食畠スーパーにおける用途別電力消費比率
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食昂スーパー

建物全体に 実行
対する節電刻果チェック

-使用していないエリア(事務室」休憩室等〉や不要な揚所(看板、外部照明、
駐車場〉の消灯を徹底する。

・業務用冷凍・冷蔵庫の台数を限定L冷凍・冷蔵ショーケースの消灯、凝縮器の
洗浄を行う。

-従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明lこ交換する。
〈従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明仁交換した揚合、約40%自費電力削減。〕

・冷凍・冷蔵ショーケースの吸込み口と吹出し口には商品を置かないようにすると共に、

定期的に清掃する。

・オープン型の冷凍・冷蔵ショーケースに冷気流出防止用ピ二一ルカーテンを設置する。

・調理機器、業務用冷凍・冷蔵庫の設定温度の見直レを行う。

-電気式給j易機、給茶器、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。
コンセシト

動力 11 ・自動販売機の管理者の協力の下、適切な温度設定等を行う。

じて手動による

-庖舗の室内温度を1goCとする。

-使用していないエリア〈事務室、休憩室等〉は空調を停止する。

・室内のCO，農度の基準範囲内で、換気ファンの一定時間の停止、または間欠
運転によって外気取り入れ量を調整する(外気導入巴よる負荷を減らすため)。

・暖気を逃がさないよう窓ιは断熱フィルムを貼る。夕方以降は厚手のカーテン等を活用する0

・フィルターを定期的に清掃する (2週間

-室外機周辺の障害物を取り除く。

-搬入口やパックヤードの扉を~す閉め、売揚への冷気流入を防止する。

・電気以外の方式〔ガス方式等〉の空調熱源を保有している揚合はそちらを優先運転する。

・デマンド監視装置を導入レ、警報発生時lこ予め決めておいた節電対策を実施する。

・コージェネレーシヨン設備を設置している揚合は、発電優先で運転する。

-需給調整契約〈料金イジセンティブ〉に基づくピーク調整」自家用発電機の活用等。

-庖舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員ヘ理解と協力を求める。

・節電担当者を決め、責任者(庖長官日門長〉と関係全部門が出席レたフコヲローアップ会議や
節電パトロールを実施する.

-従業員lこ対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

亡ヨ計 11

※ご注意 ・記載している節電刻果は、建物全体の消費電力に対する節電刻果の想定割合の目安です.
非電気式空調におlする節電刻果は僅かですが、適切な稼動抑制は使用燃料等の省工平!こ繋がります。

・一定の条件の元での鼠算結果ですので、各局の建物の利用状況により削減値は異なります。
-方策により妨果が重複するものがあるだめ、単純に合計はできません。
-節電在意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なちのとならないようご注意下さい. 10 



医療機関(病院、診療所など〉

-医療機関(病院・診療所等〉の電力消費の特徴

1日の雷気の使われ方(冬季のピーク日〕

-平均的な医療機関〔病院・診療所等〉においては、日中 (9時~18時〉に高い電力消費
が続きます。

図1:医療機関〈事例〕における電力需要力一ブのイメージ

kW 

o 3 6 9 12 15 18 21 時

出典:資源エネルギー庁推計

電力消費の内訳(冬季のピーク時断面 f例)) 

-非電気式空調の揚合、電力消費のうち、照明が約58%を占めます。
・したがって、照明に関する節電対策は特に効果的です。

※電気式空調の揚合は、空調への節電対策も大きな刻果となります。
※補助的に使用する暖房や凍結防止用等に電気ヒーターを利用されている場合は、可能な範
囲での使用抑制により、節電郊果が期待できます。

出典:資源エネルギー庁推計

図2:一般的な医療機関における用途別電力消費比率
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医療機関

建物全体に 実行
対する節電刻果チェック

〔口ヨ-使用していないエリア(外来部門、診療部門の診療時間外〉は消灯を徹底する。

にこfンスや白々の節電努力もお願いします 1 

照明

-従来型蛍光灯を、高刻率蛍光灯やLED照明!こ交換する。
〈従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換レた湯合、約40%消費電力削減。〉

コジセシト
動力

-病棟では可能な限り天井照明を消灯し、スポット照明を利用する。

・調理機器、冷蔵庫の設定温度の男直しを行うロ

-電気式才一トクレーブの詰め込み過ぎの防止、定期的な胃掃点検を実施するロ

・温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

・電気式給湯機、給茶器、工アタオル等のプラグをコンセントから抜く。

-自動販売機の管理者の協力の下、適切な温度設定等を行う。

-使用していないエリア(外来、診療部門等の診療時間外)は空調を停止する。

・夕方以降はブラインド、カーテンを締め、暖気を逃がさないようにする。

-フィルターを定期的|こ清掃する (2週間に一度程度が目安〉。

-搬入口の扉やパックヤードの扉を!e，Iす閉め冷気流入を防止する。

・電気以外の方式〈ガス方式等ヲの空調熱源を保有している揚合立そちらを優先運転する0

・デマンド監視装置を導入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

-コージヱネレーション設備を設置レている場合は、発電優先で運転する。

・需給調整契約(料金インセンティブ)Iこ基づくピーク調整人自家用発電機の活用等。

-節電目標と具体策について、職員全体に周知徹底レ実施する。

・節電担当者を任命レ、責任者(病院長・事務局長など)と関係全部門が出席したフ万ローアップ
会議や節電パトロールを定期的巴実施する。

・医療機関関係者に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

合 計 1 仁三訂
※ご注意 ・記載している節電苅果は、建物全体の消費電力に苅する節電刻果の想定割合の目安です。

・非電気式空調における節電苅果は僅かですが、適切な穆動抑制は使用燃料等の省工平!こ繋がります.
-一定の条件の元での試算結果ですので、各均の建物の利用状況により削減値は異なりますg

・方策により刻果が重複するちのがあるため、単純に合計はできまぜん。
-節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい。
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ホテル・旅館

-ホテル・旅館の電力消費の特徴

1巴の電気の便われ角(冬季のピーク白〕

-ホテル・旅館においては、 23時以降の深夜~朝9時頃以外は、高い電力消費が続きます。

図 1:シティホテル(事慢のにおける電力需要力一ブのイメージ

kW 

。3 6 9 12 15 18 21 時

出典:資源エネルギー庁推計

電力消費の内訳(冬季のピーク時断商(例)) 

-非電気式空調の揚合、電力消費のうち、照明が約41%を占めます。
.したがって、照明に関する節電対策は特に効果的です。

※需気式空調の揚合は、空調への節電対策ち大きな効果となります。
※補助的に使用する暖房や凍結防止用等に電気ヒーターを利用されている場合は、司能な範
囲での使用抑制により、節電効果が期待できます。

その他
33% 

出典資源エネルギー庁推計

図2:一般的なホテル・旅館における用途別電力消費比率
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ホテル・旅館

-客室以外の工リアの照明を半分程度間引きする。 亡E 口
!メン戸ンスや日々の節電努力もお願いします I 

-従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。
〈従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した場合、約40%消費電力削減。〉

照明 11 ・宴会湯の準備、片伺けの際には般照明のみ点灯し、演出照明(シャンデリア等〉は消灯する。

コシセシト

・宿泊客への協力要請を通じて、客室の照明を抑制する(使用していなし1照明の消灯等〉。

・客室冷蔵庫のスイッチは「切」で待機する。

-給湯循環ポンプlこおいて、 10時~17時(空室時)の流量在削減または惇止を行う(中央給湯方式) . 

-温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

動力 11 ・電気式給湯機、給茶器、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

・自動販売機の管理者の協力の下、適切な温度設定等を行う。

-ロードヒーテイジグやルーフヒーテイング等の融雪用機器は積雪状況に応じて手動による
制御在行う等により、可能な限り不要な運転を抑制する。

-使用レていないエリア〈会議室、宴会館等〉は空調を停止する。

・ロビー、廊下、事務室等の室悶温度を1goCとする。

・客室外気給気/浴室排気システムの場合は、 10時~17時の送風量を50%風量に設定、

主型草壁ι豆急
-厨房排気を確認し適正な風量に調節する(過大な傷合は外気を誘ヨ|してレまうだめ〉。

.車の勤きが少ない時間帯の駐車場給排気ファンの間欠運転をする。

・電気以外の方式(刀ス方式等〉の空調熱;原を保有している揚合はそちらを優先運転する。

・暖気を逃がさないよう窓には断熱フィルムを貼る。夕方以降は厚手のカーテン等を活用する0

・宿泊客への協力要請を通じて、客室の空調を抑制する〔温度設定を下げる等〉。

-デマンド監視装置を導入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

・コージェネレーション設備を設置している湯合は、発電優先で運転する。

-需給調整契約〈料金インセンティブ〉に基づく自家用溌電機の活用等一

部門長など)と関係全部門が出席したフzローアップ会議

-館内での貼り紙などを通じて宿泊客ヘ節電を時びかける。

-従業員巴苅レて、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

計 1亡ヨ
※ご注意 ・記載レている節電苅果は、建物全体の消費電力に苅する節電刻果の想定割合の目安です巴

非電気式空調における節電刻果は僅かですが、適切な稼動抑制は使用燃料等の省エネに繋がります。
-一定の条件の元での鼠算結果ですので、各珂の建物の利用状況により削減値は異なります。
・方策広より刻果が重複するちのがあるため、単純に合計はできません。
・節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なちのとならないようご注意下さい。
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飲食庖(ファミリーレストラン、居酒屋、ファーストフード后など)

置飲食屈の電力消費事側

1日の雷気の使われ内(冬季のぜーク目〕

.24時間型・昼型・夜型など蛍業種別により営業時間帯が異なり、外気温や入客状況に応
じて電力消費の状況が大きく異なります。

図1:飲食庖における電力需要カーブの事例

24時間型
kW 倒)ファミリーレストランなど

夜~深夜型

kW 
倒〕居酒屋など

時
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夜型
倒〉レストランなど

kW 

o 3 6 9 12 15 18 21 時 o 3 6 9 12 15 18 21 時

出典・資源エネルギー庁推計

電力消費の内訳 f冬季のピーク時断面 f停U)) 

-非電気式空調の揚合、電力消費のうち、照明が約28%、厨房機器等(給湯・冷蔵庫・
ショーケース等〉が約54%を占めます。

-これらを合わせると電力消費の約82%を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に刻果的です。

※電気式空調の揚合は、空調への節電苅策ち大きな効果となります。
※補朗的に使用する暖房や凍結防止用等に電気ヒーターを利用されている揚合は、可能な範
囲での使用抑制により、節電刻果が期待できます。

照明
厨房機器等
で約82%

厨房機器

54% 

出典資源エネルギー庁推計

図2:飲食庖における用途別電力消費比率の事例
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飲食庖

※飲食屈は営業形態ごとに電力使用の形態が大きく異なるため、各設備ごとの節電率を記載しています。

設備毎の 実行E融問覇軍事官園躍望事置置理車問調爾田鹿霊園・・・・・・・ 節.効果 チヱツク

照 明
-使用レていない工リア(事務室等〉や不要な揚所(看板、外部照明等3
の消灯を徹底し、客席の照明を半分程度間引きする。

・冷凍冷蔵庫の庫肉は詰め込みすぎす、庫内の整理を行うとともに、温度
調節等を実施する。

|二こ?ンスや日々の節電努力もお願いします 1 ， 

-従来型蛍光灯を、高羽率蛍光灯やLED照明に交換する。
(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明lこ交換レ足場合、約40%消費電力削減。〕

-使用していない機器(調理機器など)のプラグを扱く。

厨 房 11 ・調理嚇器の設定温度の見直レを行う。

・業務用冷蔵庫のドアの開閉回数や日苦闘を低減し、冷気流出防止ビ二一ルカーテンを
設置する。

-温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

コンセント11 ・電気式給湯機、給茶器、エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。
動泡 11 

・ロードヒーテイングやルーフヒーテイング等の融雪用機器は積雪状況に応じて
手動による制御を行う等により、可能な限り不要な運転を抑制する。

-庖舗の室内温度を1g'Cとする。

-使用レていない工リアは空調を停止する。

-フィルターを定期的に清掃する (2週間に一度程度が目安〉。

-暖気を逃がさないよう窓には断熱フィルムを貼る。夕方以降は厚手の力一テン等を活用する。

-ハロゲンヒーターなど、電熱線系の暖房機器の利用を避ける。

-デマンド監視装置を導入し、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

-后舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員へ理解と協力を求める。

-節電担当者を決め、責任者〈后長〉と関係全部門が出席したフォローアップ会議
や節電パトロールを実施する。

-従業員に苅レて、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

民話ご注意 ・非電気式空調における節電刻果は僅かですが、適切な稼動抑制は使用燃料等の省工平に繋がります.
・一定の条件の元での試算結果ですので、各珂の建物の利用状況により削減値は異なります。
・節電在意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なちのとならないようご注意下さい。
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学校(小中高〉

-学校〈小中高〉の電力消費の特徴

1目の雷気の侍われ11(冬杢のピーク目〕

・平均的な学校においては、日中 (9時~17時〉に高い電力消費が続きます。

図1:公立小学校〈事例〉における電力需要カーブのイメージ

kW 

。3 6 9 12 15 18 21 
時

出典・資源エネルギー庁推計

霊力消費の内訳(冬季のピーク時断面(傷1)) 

-非電気式空調の揚合、電力消費のうち、照明が約74%を占めます。
・しだがって、照明に関する節電対策は特に刻果的です。

※電気式空調の揚合は、空調への節電対策ち大きな刻果となります。
※補助的に使用する暖房や凍結防止用等に電気ヒーターを利用されている揚合は、可能な範
囲での使用抑制により、節電効果が期待できます。

空調

5% 

教室・職員室・廊下

照明

74% 

出典:資源エネルギー庁推計

図2:一般的な学校における用途別電力消費比率
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学校(小中高〉

-教室、職員室、廊下の照明を間引きする。

-点灯方法や使用揚所を工夫しながら体育館の照明を1/4程度間引

-暖房工リアについて適切な温度設定を行う。

-使用していない工リア(教室、音楽室等〉は空調を停止する。

・暖気を逃がさないよう窓には断黙フィルムを貼る。夕方以降は厚手のカーテン等を活用する。

・特別教室(音楽室、コンピュータ室等〕は連続利用する。

-電気以外の方式(ガス方式等〉の空調熱源を保育している揚合はそちらを優先運転する。

-手洗い等、水の流し放し、水の出レすぎに注意する。

・節水こま、泡沫水洗を使用する。

-児童・生徒等に対する節電教育を行い、児童・生徒等の自発的な活動を推進する。

-節電担当者を決め、責任者〈校長先生等ヨと関係者が出席したフコヲローアップ会議や節電パト
ロールを実施する。

・学校関係者に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

| 合計 I[ 亡三日

※こ注意 ・記載している節電効果l革、建物全体の消費電力に対する節電劾果の想定割合の目安です.
・非電気式空調における節電苅果は僅かですが、適切な稼動抑制は使用燃料等の省エネ仁繋がります.
・一定の条件の元での試算結果ですので、各珂の建物の利用状況により削減値は異なります。
-方策により刻果が重複するものがあるため、単純に合計はできません。
・節電を意識しすぎるあまり、保健衛生よ、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい。
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製造業

-製造業の電力消費の特徴

1Bの霊気の使われ方(冬季のピーク巴〕

1昼間操業の需要家(一般的な稼働時間〉 l昼夜連続操業の需要家(高い稼働時間〉

kW kW 

ロ空調・照明

ロ空間・照明
ロ生産設備

ロ生産設備

o 3 6 9 12 15 18 21 時 o 3 6 9 12 15 18 21 時

j主な締金属加工、自動車部晶製造、 : 

j 電気・一般機械製造〈組立)など ! 
j負荷設備・生産機椀、電気炉、空調・照明など ; 

霊力消費の肉訳(冬季のピーク精断面(伽J)) 

j主な業種.食品加工、電気・半導体製造など j 

j負荷設備・隼産機械、空調・照明、 i 
i クリーンルーム、冷凍・冷蔵設備など;

出典資源エネルギー庁推計

-電力消費のうち、生産設備が占める割合が高いため、生産工程の節電対策は特に効果的
です。

・業種(生産晶目〉や必要な生産環境(空調〉に応じて電力消費形態が異なります。

一般設備

(空調・照明〕

17% 

生産設備

83% 

出典資源エネルギー庁推計

図・製造業の用途別電力消費比率事例
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製造業

※製造業iま種別ごとに電力使用の形態が大きく異なるため、各設備ごとの節電率を記載していますz

機楊・股備毎の 実行
節電効果 チヱック

日日

-白熱灯を電球形蛍光ランプやLED照明lこ交換する。
(節電刻果。白熱灯60W→①電球形蛍光ラ〉プ、②LED照明、 ι交換した揚合〉

.主揚悶の温度を190cとする。
〈節電効果 室内混度設定涯3'C下げた甥合)

民2盤の節電メニュー I 
-温水洗浄便座は保温 .i.軍政の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

コンセジト| ・電気式給湯線、給茶器、エアタオル等のプラグをコンセントから扱く。
動力 ; 

・ロードヒーティングやルーフヒーテイング等の融雪用機器は積雪状況に応じて

手動による制御を行う等|こより、可能な限り不要な運転を抑制する。

・デマンド監視装置を導入し、警報発生時には予め決めておいた節電苅策を実施する。

.設備・機器のメンテナンスを適切かつ定期的に実施することでロスを怪威する。

・需給調整契約(料金インセンティブコに基づくピーク調整、自家用発電機の活用等。

・節電担当者を実め、責任者(社長・工場長〉と関係全部門が出席したフ万ローアップ

会議や節電パトロールを実施する。

-従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※こ注意 ・記載している節電効果i革、機械・設備毎の消費電力に対する節電刻果の想定割合の目安です.
そのため、設備陶容や利用状況等によって劾果は異なる揚合があります.

-空調については電気式空調を想定じています.
-節電在意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい.
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記載例 (参考)

コンセシト
動力

-使用していなし1エリア(会議室、廊下等〉は消灯を徹底する内

.長時間席を離れるe
自社の実状に応じてフォーマットの対策・数値を
アレンジしていただいて結構です。

-温水洗浄便 自社の実状に応じてフォーマットの苅策・数値を閉める。
一一一一一一一アレンジレていただいて結構です。 一一一
・電 気 式 給湯抜く。

・自動販売機の管理者の協力の下、適切な温度設定等を行う。

本計画に盛り込む節電メニューを選びましょう(〆〉。
※基本アクションはできるだけ盛り込みましょう。
※実施できないメニューを盛り込む必要はありません。
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企7%以上を目指した節電の取組側

-執務エリアの照明を半分程度間引き

・離席時等におけるOA機器のスタンバイモードへの
切り替えを徹底

企 169也

.A. 5% 

=合計全21%

トゲストア(卸小売眉)の場合 l 
-庖舗の照明を4分の1程度間引き 企 10% (キ.A.19% x 1/2) 

.使用していないエリアの消灯を徹底 ….A. 4% 

合計全1全盛

[食品ーの場合 I 
-居舗の照明を1/4程度間引き

・業務用冷凍・冷蔵庫の台数を限定、
冷凍・冷蔵ショーケースの消灯、
凝縮器の洗浄

企 6%

企 6%

合計企12%

[ール同一合 I 
-客室以外の照明を半分程度間引き 企 17%

[学…一合 I 
-教室、職員室、廊下等の照明を3割程度間引きする ・・・企11%

(キ企15%X3/4)
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舎の節電〈鮪曙・電力需給に閲する情報等〉

節電・竃力需給に関する情報等

・節電・電力需給lこ関する情報をwebでご紹介しています

政府の節電ポータルサイト「節電.gojpJ

http:/ /www.setsudenぷoJP

経済産業省ホームページ

http://www.meti.gojp/setsuden/index.html 

北海道電力「でんき予報』

http://denkivoho.hepco.cojp/forecast.html 

闘でん君予報慣喝翁却申凡倒

70]jkWM 70万KWJ:I下
25]jkWM 首|直下

.しい i 務調官に厳しい

-節電診断、省エネ診断、出張説明会等のご案内

工場やオフィスピル等における無料の節電・省エネ診断を行う「無料節電

診断Jr無料省エネ診断」を実施しています。

また、地方自治体や公的な組織、民間の業界団体などが参加費無料で開
催する節電・省エネに関する説明会に、節電E 省エネの専門家を無料で派遣

する「無料講師派遣」も実施しています。

対象事業者・申込方法等ついては、節電・省エネ診断等に関するポータル
サイト http://www.ecci.or.jp/shindan/index.htmiをご確認下さい。

この他にも、全国の小学校に節電・省エネの専門家である「省エネ家電コ

ンシェルジュJを派遣する「省エネ出前授業」を実施しています。申込方法等

については、省エネ家電普及促進フォーラムのホームページ
http://www.shouenekaden.comをご確認ください。

-節電・電力需給に関するお問い合わせはこちら

経済産業省 03-350ト1511(代表)

北海道経済産業局 011-709-2311 (内2702、2703)資源エネルギー環境課
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今冬の節電へのご協力のお願い

事業者の皆様への節電のご協力のお願い

今冬、いすれの電力管内でも瞬間的な需要変動に苅応するだめに必
要とされる予備率3%以上を確保できる見通しです。他方、大規模な
発電所のトラブルが発生した揚合、安定供給が出来ない可能性が懸怠
されます。
政府、電力会社においては、引き続き供給力の確保に最大限の努力

をして参ります。大変なご迷惑をおかけしますが、以下のとおり節電
のご協力をお願い申し上げます。

圃節電をお願いしたい期間・時間・節電目標

1 2月3白から3月29日までの平目、 9時から21時(九州電力
管内については8時から21時〉までの問、数値目標を伴わない一般
的な節電にご協力をお願いします。
※経済活動に支障を生じない範囲〈照明・空調等の節電等〉での節電をお願いいたレます。

※数値目標なレの節電lこついては、一つの目安として定着節電として見込まれている定着節電
値を参考としてください。

0今冬の節電要請期間等

12β 平日〔年末年始は12/29~1/4を除く) 9:00-21 :OO(九j中|は8:00-21:00) 3/29 

数値目標なしの節電※

※節電をお願いする期間・時間帯巴おいて、無理のない範囲での節電をお願いします。

(参考〉今冬の定着節電見込み(平成22年度比〉

・・・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

1 今冬の定着

節電見込み .A.2.2% ， .A.5.0% • .A.2.8% . .A.5.6% .A.3.4%. .A.1.5% 企5.2% .A.4.5% 
(22年度比)

圃被災された地域の需要家の皆様ヘ

特に無理のない範囲でのご協力をお願い致レます。
(例えば、昼休みの消灯、使用していないエリアのこまめな消灯等〉

-寒冷地の需要家の皆様ヘ
暖房機器の節電に当疋つては、特に無理のない範囲でのご協力をお願い致します。



今冬の節電へのご協力のお願い

使用最大電力 (kW)の抑制について

①節電をお願いする期間・時間帯において、それぞれの需要家の平成22年度の
使用最大電力 (kW)の値等を目安とした基準からの節電をお願いします。

②数値目標なしの節電については、一つの目安として定着節電とレて見込まれて
いる定着節電値を参考としてください。

(参考〉今冬の定着節電見込み(平成22年度比〉

今冬の定着

節電見込み "'2.2% "'5.0% 企2.8%. "'5.6% . ...3.4% • "'1.5% 企5.2% 企4.5%
(22年度比)

関西電力管内の事業所Aの揚合<倒>

以下の、関西電力管内における事業所Aの19i1の揚合、平成22年度の節電要請期間内にお
ける使用最大電力5，OOOkWを目安としだ基準からの節電をお願いいたしますロ

使用最大電力
(kW) 

5，OOOkW 

4，720kW 

事業所Aの年2011年1月11日
のロードカーブ (kW)

栄九州

輔の!

協は8:00)1. 

基準電力 平成22年度の使用最大電力 (kW)の実績値
〔例)2011年1月11日(火)5，000kW 

〈参考〉今冬の節電目安(使用最大電力KWの値〉
〈例〉今冬の目標:4，720kWを超えないようにする

※関西電力管内における今冬の見込み節電値企5， 6%

節電を要請する時間帯

2・
12・00 14:00 18:00 時

2 



冬季の電力需要の特徴

(1)冬季の電力需要の特徴〈夏季との比較〉

①冬季のピークは、夏季 (14時頃〉と異なり、朝・タを中I~\に長時間となる傾向。
②夏季に比べ、夜の需要が下がりにくく、昼夜の差が小さい。

kW 
冬季と夏季の電力需要の特徴〈イメージ〉

夏期

主節電をお願いしたい時間帯~
策九川池方尽日の出の隠聞が遅いため、
朝の照悶等巴より需要が高くなる傾向

7:00 9:00 12:00 14:00 18:00 21 :00 

(2)冬季の電力需要の特徴(大口需要家・小口需要家・家庭別の需要構造〉

①大口・小口需要家の電力需要は、特に朝10時頃から最大ピークとなる傾向。
②家庭の電力需要は夕方から夜にかけて最大ピークとなる傾向。

kW 

冬季平日の電力の使われ方(イメージ〉

園町、 ，，， .旬、、、
'/ー、、・ 4 ，，，，、、、
，司、---一、
" 、、，一、、ム
" 、、， ， 、、， 

、、‘ 冬季(全体〉 //  
、、‘一--一、、---

(家庭〉

(大口〉

〈小口〉 ※九判地万ほ日の出の時周tJ選(，)1Eめ、
到の照明等により需要が高〈な否傾同

7:00 9:00 12:00 14:00 18:00 21 :00 3 



オフィスビル

-オフィスピルの電力消費の特徴

1目の電気の侍われT守(冬季のピーク白〕

・電気による暖房を使用するオフィスビルにおいては、館内を暖めるため、午前中にピーク
となります。

図 1:オフィスビル(事例〉における電力需要力一ブのイメージ

kW ，，，..、、、‘"""句、、、、、
一般的な冬の
ロードカーブ

←一一一一' ¥¥/ // r 、¥
/ 

、、、、、，，.，，，

。 3 6 9 12 15 18 21 

出典.資源エネルギー庁推計

電力消費の肉訳(冬季のピーク時断面(矧1)) 

-電力消費のうち、空調用電力が約28%、照明が約33%、OA機器(パソコン、コピー
機等3力鴻n1%を占めます。

-これらで電力消費の約82%を占めるため、これらの分野における節電対策が効果的です。

エレベー
タ

冷蔵庫 7%「

1% I 
ヘ¥

コピー機
6% 

プリンタJ

4% 

FAX 

1% 

空調、照明、
OA機器で
約82%

出典・資源エネルギー庁推計

図2:エアコン等の電気lこよる暖房を中山とするオフィスビルにおける用途別電力消費比率

4 



オフィスビル

コンセント
動力

従来型蛍光灯を、高凋率蛍光灯やLED照明に交換する。
(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明巴交換した揚合、約40%消費電力削減。〉

・フィルターを定期的に清掃する (2週間仁一度程度が目安〉ロ

-電気室、サーバー室などで冷房を使っている揚合には、可能な限り冷房を使わすに
外気を取り入れる。まだは、空調設定温度が値すぎないかを確認し、見直す0

・電気以外の方式〈ガス方式等〕の空調熱源を保有している揚合はそれらを優先運転する。

・暖房と冷房の同時使用による室内混合損失を避ける(次項参照〕

-温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

.工アタオル等のプラグをコンセントから抜く。

と関係全部門テナントが出席した

-従業員やテナントlこ対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

業ご注意 ・記載している節電到果は、建物全体の消費電力に苅する節電刻果の想定割合の目安です。
・空調については電気式空調を想定しています。
・一定の条件の元での試算結果ですので、各Rの建物の利用状況により削減値は異なりますe

-方策により苅果が重複するものがあるため、単純仁合計はできません.
-節電在意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい。

実行

チェック

5 



ビルオーナー・テナントの皆様へのお願い

・テ
芝扇明>

オーナーとご相談頂き、
盤王等の節電をお願い致します。

<空調>
個別の空調のスィ、yチをオフにレて下さい(オーナー側で空調を集中管理する場合〉。

1190C設定」巴すると、オーナーが管理するビル全体の暖房と掴まって、自動的に冷房が起動する可能性があ
ります。(下図参照〉

・ピルオーナーの皆様へのお願い
，_照明>

①封働安全衛生法上の照度基準の下限値 (300ルクス〉を基本にビル全体で調整レてい
ただくようお願い致します。(例:750)レクス→400)レクス〉

②ビル全体として適度な照度となるよう照明の間引きゃ照度の値下等、テナントの皆様
へのお声掛けをお願い致します。

<空調>
①可能な限り電気以外〈ガス・石油等〉を使用いただくとともに、特に窓際に設置され

ている空調機器(ペリメーター系〉を使用される揚合には、冷暖房同時運転による室
悶混合損失を回避する疋め〈下図参照〉 、建物全体が適切な温度(190C)になるよ
うペリメーター系温度設定を室内中山部(インテリア系〉の空調温度設定より低くす
る、午後に温度が上昇し疋らペリメーター系のスイッチを切る等の苅策をお願い致し
ます。注)空調方式によって対策が異なりますので設備管理者とご相談下さい

②テナントの皆様には、不要な個別空調のスイッチをオフにしていただく等のお声掛け
をお願い致します。(可能な揚合はオーナ一様で空調の集中管理をお願い致しま
す。〉

<換気>
CO，濃度を管理して頂き、建築物衛生法及び労働安全衛生法上の室内CO，濃度基準

(1，000ppm以下〉をベースとし、過度な換気による暖房刻率の値下とならないようお願
い致します。

温
風

図室内混合損失のケース(倒〉

ベリメ-'J系統
空調機器

〈コ

午後になり気温が上がると
冷房が自動的に起動し、
エネルギー効率が非常に悪
い状態が発生します。

6 



卸・ JJ¥売后(百貨庖、ドラッグストアなど〉

-卸・小売庖の電力消費の特徴

1日の雷気の使われ方(冬季のピーク包〕

-平均的な卸・ IJ\売屈においては、昼間 (8時~21 時〉に高い電力消費が続きます。

図 1: itp・小売白(事例〉における電力需要カーブのイメージ

kW I /'~~~，、、///ヘ\、

// r 4、 、、、，

、、、、、，，，，，，，

一般的な冬の
ロードカーブ

/ 

。 3 6 9 12 15 18 21 

出典資源エネルギー庁推計

電力消費の内訳 f冬季のピーク時断面 f例)) 

・電力消費のうち、空調が約31%、照明が約36%、冷凍冷蔵(冷蔵庫、ショーケース等〉
が約12%を占めます。

-これらを合わせると電力消費の約79%を占めるだめ、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。

欄

嶋

悟

m
m
5

糊

その他
16% 

空調、照明、
冷凍冷蔵で約79%

4% 

ショー

ケース
8% 

照明
36% 

一一~一一一 ーe 出典資源エネルギー庁推計

図2:一般的な卸・小売后における用途別電力消費比率
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卸・小売庖

コンセント
動力

-従来型蛍光灯を、高刻率蛍光灯やLED照明巴交換する園
〈従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明巴交換した揚合、約40%消費電力削減。)

-使用レていないエリア(事務室、休憩室等〉は空調を停止する。

-室岡温度が高い揚合はー冷房を使わす、可能な限り外気の導入で対応する。

・フィルターを定期的に清掃する (2週間に一度程度が目安〕。

-暖気を逃がさないよう、断熱フィルム、夕方以降は厚手のカーテン等を活用する。

・搬入口やパックヤードの扉を必す閉め、売揚への冷気流入を防止する。

・電気以外の方式(ガス方式等〉の空調熱源を保有している揚合はそれらを優先運話する。

ーケースの吸込み口と吹出レ口lこは商品を置かないようにすると共に、

-冷蔵ショーケースlこついては、冷気が漏れないようビニールカーテンなど

-デモンストレーション用の家電製昂などはできる限り電源をオフにする。

-i温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

.工アタオル等のプラグをコンセントから扱く。

・自動販売機の管理者の協力の下、適切な温度設定等を行う。

.デマンド監視装置を導入し、 る。

-コージヱネレーション設備を設置レている露合は、発電優先で運転する。

部門長など)と関係全部門が出席したフコヲローアップ会議

-従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意 ・記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電効県の想定割合の目安です。
・空調については電気式空潤を想定レています.
一定の条件の元での試算結果ですので、告珂の建物の利用状況により削減値は異なります.

・方策により刻果が重複するちのがある疋め、単純に合計はできまぜん。
-節電を意識レすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なちのとならないようご注意下さい。

実行
チェック
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食品スーパー

.1重品スーパーの電力消費の特徴

1自の雷気の恒われ方(冬季のピーク呂〕

・平均的な食品スーパーにおいては、営業日寺間帯 (10時~21 時〉に高い電力消費が続き
ます。

図1:食品スーパー(事例〉における電力需要力一ブのイメージ

kW I "ヘ / ' h ¥

¥¥/  

一般的な冬の
ロード力一ブ

，
 
，
 
，
 
，，
 

，
 
，
 
，
 
，
 

，，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 

，
 --

句

、、、
、、

。 3 6 9 12 15 18 21 

出典:資源エネルギー庁推計

電力消費の肉訳(冬季のピーク時断雨(伽])) 

・電力消費のうち、冷凍冷蔵(冷蔵庫、ショーケース等〉で約45%、照明(一般照明、
ショーケース用照明〕が約31%を占めます。

-これらを合わせると電力消費の約76%を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に刻果的です。

その他へ
22% 、

照明
31% 

ーマ，

F
O

一
ス
問

司
4

，、

シ

----冷蔵庫
9% 

出典資源エネルギー庁推計

図2:一般的な食昂スーパーにおける用途別電力消費比率
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食品スーパー

-使用していないエリア(事務室、休憩室等〉や不要な場所(看板、外部鳴明、
駐車場〕の消灯を徹底する。

-暖房を使用する必要がある傷合、后舗の室内温度を1goCとする。

・使用レていないエリア(事務室、休憩室等ヨは空調を停止する。

一ーーー÷・冷蔵庫の台叙を限定、冷凍・冷蔵ヲョケ 1の消灯、凝縮器の洗浄

|メンテナンスや日々の節電努力ちお願いします . 

コンセント
動力

-従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明巴交換する。
〈従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明ι交換した揚合、約40%消費電力削減。〉

・室内のco，濃度の基準範囲内で、換気ファンの一定時閣の停止人または間欠
運転|こよコて外気取り入れ量を調整する(外気導入lこよる負荷を減らすためL

-暖気を逃がさないよう、断熱フィルム、厚手のカーテンなどを活用する。

・フィルターを定期的に清掃する (2週間に一度程度が目安〉。

-室外機周辺の障害物を取り除く。

-搬入口やパックヤードの扉を必ず閉め、売揚への冷気流入を防止する。

・電気以外の方式〔ガス方式等〕の空調熱源を保有している揚合はそれらを優先運転する。

-冷凍・冷蔵ショーケースの吸込み口と吹出し口lこは商昂を置かないようにすると共に、

-オープン型の冷凍・冷蔵ショーケースに冷気流出防止用ビニールカーテンを設置する。

・調浬機器、業務用冷凍・冷蔵庫の設定温度の見直しを行う。

-温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふだを閉める。

.エアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

・自動販売機の管理者の協力の下、適切な温度設定等を行うロ

-デマンド監視装置を導入い警報発生時に予め決めておいだ節電苅策を実施する0

・コージzネレーション設備を設置レている揚合は、発電優先で運転する。

-后舗全体の節電目標と具体的アクションについて、従業員ヘ理解と協力を求める。

・節電担当者を決め、責任者〈庖長官sf3長〉と関係全部門が出席したフ才口ーアップ会議や
節電パトロールを実施する。

・従業員!こ対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意 ・記載している節電効果は、建物全体の消費電力に対する節電苅果の想定割合の目安です。
・2認については電気式空調査想定しています.
・一定の条件の元での試算結果ですので、告珂の建物の利用状況により削減値は異なります.
・方策により刻果白T重複するものがあるため、単純に合計はできません。
・節電在意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい。

実行
チェック
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医療機関〈病院、診療所など〉

-・医療機関〈病院・診療所等〉の電力消費の特徴

1目の雷気の侍われT守f冬季のピーク日〕

-平均的な医療機関(病院・診療所等〉においては、昼間 (9時~18時〉に高い電力消費
が続きます。

図 1:医療機関(事例〉における電力需要力一ブのイメージ

kW ~...--....... I一般的な冬の

i'" '... 日// ¥ |ロードカーブ

/'-r 一、¥〈
1、/'

。 3 6 9 12 15 18 21 
出典・資源エネルギー庁推計

震力消費の内訳(冬季のピーク鱈断商 (j研1)) 

・電力消費のうち、空調が約13%、照明が約52%を占めます。

-これらを合わせると電力消費の約65%を占めるため、これらの分野における節電苅策は
特に刻果的です。

その他
24% 

空調、照明
で約65%

エレベー
タ

冷ぷ'/1
2% I ' 

LOA機器-
4% 

，
明
%

照一回

出典:資源エネルギー庁推計

図2:一般的な医療機関における用途別電力消費比率
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医療機関

コジセント
動力

-使用していないエリア〈外来部門、診療部門の診療時間外〕は消灯を徹底する。

・痛棟、外来、診療部門〈検査、手術室等〉、厨房、管理部門毎巴適切な昆度設Z
を行う。

・使用していない工リア(外来~診療部門等の診療時間外)は空調を停止する。

・夕方以降はブラインド、カーテンを閉め、暖気を逃がさないようにする。

-従来型蛍光灯を、高知率蛍光灯やLED照明に交換する。
(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した揚合、約40%消費電力削減。〉

・病棟では可能な限り天井照明を消灯レ、スポット照明を利用する。

-フィルターを定期的に清掃する (2週間に一度程度が目安〉。

-搬入口の扉やパックヤードの扉を必ず閉め冷気流入を防止する。

・電気以外の方式(ガス方式等〉の空調熱源を保有している揚合まそれらを優先運転する。

・調理機器、冷蔵庫の設定温度の見直しを行う。

・電気式オートクレーブの詰め込み過ぎの防止、

-i温水先浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時は15¥1<三を閉める。

.ヱアタオル等のプラグをコンセントから抜く。

・自動販売機の管理者の協力の下、適切な温度設定等を行う。

・デマンド監視装置を導入し、醤報発生時巴予め決めておいた節電対策を実施する。

・コージェネレーション設備を設置レている揚合は、発電優先で運転する。

-節電目標と具体策lこついて、職員全体に周知徹底し実施する。

・節電担当者を任命し、責任者(病院長・事務局長など)と関係全部門が出席したフコヲローアップ
会議や節電パトロールを定期的に実施する。

・医療機関関係者に対して、家庭での節電の必要陛・方法について情報提供を行う。

業ご注意 ・記載している節電苅栗は、建物全体の消費電力に苅する節電苅果の想定割合の目安です。
-空調については電気式空調を想定しています.
・一定の条件の元での試算結果ですので、各珂の建物の利用状況により削減値は異なります。
・方策により刻果が重複するちのがあるため、単純に合計はできません.
-節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理よ不適切なものとならないようご注意下さい。
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ホテル・旅館

-ホテル・旅館の電力消費の特徴

1日の電気の使われ7守(冬季のピーク目〕

-ホテル・旅館においては、 23日寺以降の深夜~朝9時頃の夜間以外は高い電力消費が続きます。

図 1:シティホテル(事例〉における電力需要カーブのイメージ
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ロード力一ブ
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出典・資源エネルギー庁推計

電力消費の肉訳(冬季のどーク時断面 f矧j)) 

・電力消費のうち、空調が約26%、照明が約32%を占めます。

-これらを合わせると電力消費の約58%を占めるため、これらの分野における節電対策は
特に効果的です。

OA機器 炊飯器

1% 1% 
空調、照明

で約58%

浄便座J

1% 

水搬送J
ポンプ

7% 1 

エレベー | 

タ テレ
7% 2% 3% 出典資源エネルギー庁推計

図2:電気による暖房を中山とするホテル・旅館における用途別電力消費比率
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ホテル・旅館

-客室以外のヱリアの照明を半分程度間引きする。

-使用していないエリア(会議室、宴会揚等〉は空調を停止する。

-ロビー、廊下、事務室等の室岡温度を1gocとする。

実行

チェック

-客室外気給気/浴室排気システムの揚合は、 10時~17時の送風量を50%風量、
まだは停止する。 ロヨ口

|三とEiiンスや日々 の節電努力もお願いします | 
-従来型蛍光灯を、高効率蛍光灯やLED照明に交換する。
〈従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換した揚合、約40%消費電力削減。〉

・宴会場の準備、片付けの際には一般照明のみ点灯し、演出照明(シャンデリア等)は消灯する。

・宿泊客への協力要請を通じて、客室の照明を抑制する(使用レていなし1照明の消灯等〕

・厨房排気を確認し適正な風量に調節する〈過大な揚合は外気を誘引レてしまうだめ〉。

.車の動きが少ない時間帯の駐車場給排気フ?ンの間欠運転をする。

・電気以外の方式(ガス方式等〕の空調熱;原を保有している揚合はそれらを優先運転する0

・暖気を逃がさないよう、遮熱フィルム、夕方以降は厚手のカーテン等を活用する。

-宿泊客への協力要請を通じて、客室の空調を抑制する〔温度設定を下げる等〕。

-客室冷蔵庫のスイッチは「切」で待機する。

・給湯循環ポンプの10時~17日奇(空室時)の流量削減または停止するく中央給湯方式〉。

コンセント 11 ・温水先浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。
動力 11 

-エアタオル等のプラグをコンセントから抜く

-自動販売機の管理者の協力の下、適切な温度設定等を行う。

-デマンド監視装置を導入し警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

・コージェネレーション設備を設置している揚合は、発電優先で運転する。

-部門長など)と関係全部門が出席したフ才ローアップ会議

-館内での貼り紙などを通じて宿泊客ヘ節電をlJYiびかける。

-従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

来ご注意 ・記載している節電妨果は、建物全体の消費電力に対する節電刻果の想定割合の目安です.
・空調巴ついては電気式空調を想定しています.
・一定の条件の元での誌算結果ですので、各珂の建物の利用状況ιより削減値は異なります。
・方策により刻果が重複するものがあるため、単純に合計はできません。
・節電在意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい.
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飲食庖(ファミリーレストラン、居酒屋、ファーストフード后など〉

-飲賞庖の電力消費事倒

1白の霊気の{壱われ7守(冬季のピーク日〕

• 24時間型・昼型・夜裂など営業種別により営業時間帯が異なり、外気温や入客状況に応
じて電力消費の状況が大きく異なります。

>20 

'00 

s。
.0 

40 

20 

。

図 1:飲食后における電力需要カーブの事例

型倒〉ファミリーレストランなど 夜~深夜型例〉居酒屋など
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出典:資源エネルギー庁推計

電力消費の内訳(冬季のピーク時断面(例) ) 

・電力消費のうち、空請が約 14%、照明が約25%、厨房機器等〈申告湯・冷蔵庫・ショー
ケース等〉で約47%を占めます。

-これらを合わせると電力消費の約86%を占めるだめ、これらの分野における節電対策は
特に刻果的です。

OA機器

3%へ その他
ショーヶーへ 11% 

ス
4% 

給湯_/

6% 

冷蔵庫

16% 

厨房
21% 

空調、照明、
厨房機器等
で約86%

出典資源エネルギー庁推計

図2:飲食庖における用途別電力消費比率の事例
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飲食庖

-使用していなし1エリア〔事務室等〉や不要な場所
(看板(外部照明等〉の消灯を徹底し、
客席の照明を半分程度間引きする。

-庖舗の室内温度を1g'Cとする。

-冷凍冷蔵庫の庫内は詰め込みすぎず、
庫内の整理を行うとともに、温度調節等を実施する。

-従来型蛍光灯を、高刻率蛍光灯やLED照明に交換する。
(従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換レだ混合、約40%消費電力削減。〉

-使用していない工リアは空調を停止する。

-フィルターを定期的にj青帰する (2週間に一度程度が目安〉。

-暖気を逃がさないよう、断熱フィルム、夕方以降は厚手のカーテン等を活用する。

-ハロゲンヒーターなど、電熱線系の暖房機器の利用を避ける。

-使用していなし1機器調理機器など)のプラグを扱く。

厨 房 11 ・調理機器の設定温度の見直しを行う。

コンセント
動力

-業務用冷蔵庫のドアの開閉回数や時間をi!li威し、冷気流出防止ビニールカーテンを
設置する。

-温水洗浄便座は保温・温水の温度設定を下げ、不使用時はふたを閉める。

-エア夕方ル等のプラグをコンセントから抜く。

-デマンド監視装置を導入レ、警報発生時に予め決めておいた節電対策を実施する。

-后舗全体の節電目標と具体的アクションlこついて、従業員へ理解と協力を求める。

-節電担当者を決め、責任者(居長〕と関係全部門が出席レたフォローアップ会議
や節電パトロールを実施する。

-従業員lこ苅して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

※ご注意 ・空調ιついては電気式空調を想定しています。
・一定の条件の元での鼠算結果ですので、各珂の建物の利用状況により削減値は異なります。
-節電を意識レすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なちのとならないようご注意下さい。
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学校〈小中高〉

園学校〈小中高〉の電力消費の特徴

1巴の電気の使われ方〔冬季のピーク目〕

-平均的な学校においては、日中 (9時~17時〉に高い電力消費が続きます。

図1:公立小学校(事例〉における電力需要力一ブのイメージ

kW -~-一般的な冬の
f /  ¥、宇 |ロードカーブ

/'fhA¥/  

。 3 6 9 12 15 18 21 

出典:資源エネルギー庁推計

電力消費の内訳〔冬季のピーク時断面(伽J)) 

-冬季においては、照明が約74%を占めています。

-教室部分に電気を使う暖房機器を設置していない揚合が多いため、照明の比率が高くなっ
ていますが、電気を使う空調(エアコン等〉を設置レている学校については空調の比率が
高くなることに留意が必要です。

OA機器『

4% I 

体育館照明J

9% 

その他
17% 

空調
5% 

照明

65% 

出典:資源エネルギー庁推計

図2:一般的な学校における用途別電力消費比率
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学校〈小中高〉

-点灯方法や使用場所を工夫レながら体育館の照明を1/4程度間引

-使用していないエリア(教室、音楽室等〉は空調を1亭ヰする。

-暖気を逃がさないよう、断熱フィルム、夕方以降は厚手のカーテン等を活用する。

-フィルターを定期的に清掃する (2週間に一度程度が目安)， 

・特別教室〈音楽室、コンビュータ室等〉は連続利用する。

-電気以外の方式(ガス方式等〉の空調熱源を保有している揚合はそちらを優先運転するロ

-待機電力を削減する。 c特に冬休み中はパソコン、テレビ等のフラグをコンセントから
く

・献立や調理の工夫により食器等を減らレて食器洗浄機
など、ピーク電力を抑制する工

・手洗い等、水の流レ放レ、水の出レすぎに注意する。

・節水こま、泡沫水洗を使用する。

-児童・生徒等に対する節電教育を行い、児童・生徒等の自発的な活動を推進する。

-節電担当者を決め、賓任者(校長先生等〕と関係者が出席したフコヲローアップ会議や節電パト
ロールを実施する。

-学校関係者に対して、家庭での節電の脳要性・方法Cついて情報提供を行う。

※ご注意 ・記載している節電刻果は、建物全体の消費電力に対する節電郊果の想定割合の目安です。
-空調については電気式空調を想定しています。
・一定の条件の元での誌算結果ですので、各珂の建物の利用状況により削減値は異なります0

・方策により刻果が重複するものがあるため、単純に合計はできません.
・節電を意識しすぎるあまり、指導上、保健衛生上、安全よ及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい。
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製造業

-製造業の電力消費の特徴

1白の雷気の便われ方(冬季のピーク目〕

[昼間操業の需要家〔ー

(;5<$' ，~<::::''ÿ~ ":>~<::::. v..~ "S~ "<::.~<::::''\'$\J~<::::'<>:'~~~然州問ぬ丸、《帆判精

j主な業種:金属加王、自動車部品製造、

電気・ 般機械製造(組立〕 など

負荷設備生産機械、電気炉、空調・照明など j 

電力消費の肉訳(冬季のピーク時断面(傾D) 

l昼夜連続操業の需要家(高い稼働時間〉

""~ ，i!'..._.s!i> ... ~ ~i!'.，i!' "，，'$' '\~聖書."i!'~r$' ， ... i!'，.!)"".::.i!' ，，，，~{>r:;.\.fr v~予... ""i!' ~1' ~'4" ~i!' ... ，'$' {>!!f> 

;主な業種:食昂加工、電気・半導体製造など

i負荷設備:生産機械、空調・照明、

i クリーンルーム、冷凍・冷蔵設備など i

-電力消費のうち、生産設備が占める割合が高くなっていますが、生産活動に影響を与え
ないよう、一般設備を中山に節電に取り組んでください。

-生産工程や納期、必要な生産環境〈空調〉に応じて電力消費形態が異なります。

図:製造業の用途別電力消費比率事倒
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製造業

※製造業は種'J5!/ごとに電力使尽の形態が太きく異なるだめ、各設備ごとの節電率を記載していますg

機械・担備毎の 実行
節電刻果 チzック

同日

(※〉生産活動への実質的な影響が少ない一般設備を中山とレた節電をお瞭いいたします。

-従業員に対して、家庭での節電の必要性・方法について情報提供を行う。

-事務作業等の時間を調整レ、電力ピークをシフ卜する。

-需給調整契約〈料金インセンティブ)Iこ基づく操業シフト。

※ご注意 ・記載している節電刻果は、機織・設備毎の消費電力に対する節電効果の想定割合の目安です
そのだめ、設備内容や利用状況等によって初果は異なる揚合があります.

・空調については電気式空調在想定しています。
節電を意識しすぎるあまり、保健衛生上、安全上及び管理上不適切なものとならないようご注意下さい.

口

口
U〕
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記載例 (参考)

自社の実状に応じてアレンジレて下さい。

-テナント・オーナーによる適切な空調の使用(次項参照〉ロ

-使用レていないエリアは空調を停止する。

長時間席を離れるときは、 OA機器の電源を切るか、スタンパイモードにする。

-空調機器のピークシフトを行う。

口
回
口
口

l・22fL12炉型翌1讐fpfPEJ艶旦!三交繰すゑl
〈従来型蛍光灯からHf蛍光灯又は直管形LED照明に交換レた揚合、

-フィルターを定期的に清掃する (2週間に一度程度がr

・電気室、サーパ一室(自社の実状lこ応じてフ才一マットの対策・叡値を

・室外機周辺の障害物 アレンジしていだだいて結構です。

本計画に盛り込む節電メニューを選びましょう〈〆〕。
※基本アクションはできるだけ盛り込みましょうロ
※実施できないメニューを盛り込む必要はありません。
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今冬の節電見込み値〈企1.5%'"'"'企5.6%)以上を目指した
節電の取組側

}ィス吋合 I 
-執務エリアの照明を半分程度間引き ・・・.... 8% 

・設定温度を190CIこするなど、適切な空調利用を徹底 ・・・企 4%

=合計全129金

…トアー…合 1 
-庖舗の照明を1/4程度間引き

.空調の設定温度を19
0
Cに

-庖舗の照明を1/4程度間引き

・業務用冷凍・冷蔵庫の台数を限定、
冷凍=冷蔵ショーケースの消灯、
凝縮器の洗浄

[ール(柿ルー
-客室以外の照明を半分程度間引き

企 5% (=企1O%X 1/2) 

企 8%

合計 全1豆監

.... 5% 

企 6%

合計企II監

企 14%

-教室、職員室、廊下等の照明を3割程度間引きする ・・・全119生
(=企15%X3/4)
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